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会津盆地の地下水流動系に関する研究～水質と安定同位体比を用いて～

Study on the groundwater flow system in the Aizu Basin
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会津盆地は福島県西部に位置し，南北 32km，東西 12kmの規模を有する内陸盆地である．盆地の大部分は，周囲の山
地から流入する河川により形成された扇状地群からなっており，その中央部には数多くの自噴井が分布している．今日
では、盆地内の各地で上水道の水源や冬季の消雪用水源として地下水が広く利用されている．これらの地下水利用を適
切に行うためには，地下水流動の実態を十分に把握しておく必要がある．
　そこで本研究では，会津盆地の地下水，河川水，温泉水の主要溶存成分および水素・酸素安定同位体比を分析する

ことにより，盆地内の三次元的な地下水流動系を明らかにすることを試みた．
　現地調査は，2004年 10月 5～8日および 2005年 8月 1～4日に実施し，現地では試料の採水および水温，pH，電気

伝導度，酸化還元電位，溶存酸素，自噴井の水頭の測定を行い，あわせて湧出量の観測，さく井深度の聴き取り調査を
行った．
　被圧地下水の水質組成は，会津盆地北西部で Ca・Mg-Cl・SO4型，東部・西部で Na-HCO3型，中央部・南東部で

Ca-HCO3型を示したことから，盆地内の被圧地下水は，大きく 3つの地下水系に区分されることが確認された．また，
2004年 10月～2005年 10月に会津盆地から猫魔火山にかけての 4箇所に降水採取装置を設置し，2カ月おきに採取した
降水の水素・酸素安定同位体比を測定した．その結果をもとに降水の年間加重平均値を算出し，降水の高度効果を求めた
ところ，-3.29‰δ D/100m，-0.27‰δ 18O/100mとなった．また，地下水のδ D・δ 18O値は盆地南東部から中央部・
西部に向かうにしたがって同位体比が低くなる傾向がみられた．この結果を地質断面図とあわせたところ，東西で異なっ
たδ値をもつことが確認され，西部では深度別に異なった同位体比の地下水がみられた．このような鉛直方向での同位
体比の変化から，深度により地下水の涵養域が異なることを意味しているものと推定された．一般水質の結果に加えて，
安定同位体比の測定結果を用いることにより，盆地北側では北部，北東部，南側では南部，南西部，南東部と少なくと
も涵養域の異なる 5つに地下水流動系が確認された．


